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バ
ル
ト
三
国 

(

リ
ト
ア
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
エ

ス
ト
ニ
ア
）
旅
行
記
（
そ
の
二
） 

～
平
和
に
導
い
た
軌
跡
～ 

日
本
で
は
こ
こ
十
数
年
前
か

ら
「
日
本
の
シ
ン
ド
ラ
ー
」
と

し
て
知
ら
れ
る
様
に
な
り
、
映

画
化
も
２
度
さ
れ
た
杉
浦
千
畝

氏
の
勤
務
し
て
い
た
の
は
リ
ト

ア
ニ
ア
の
カ
ウ
ナ
ス
で
あ
る
と

は
っ
き
り
と
認
識
し
た
の
は
今

度
の
旅
行
の
行
程
を
確
認
し
た

時
だ
っ
た
。
最
初
の
映
画
を
見

て
い
た
の
に
・
・
・
、
や
は
り
、

バ
ル
ト
三
国
、
リ
ト
ア
ニ
ア
と

い
う
国
は
日
本
人
に
と
っ
て
は

疎
遠
な
国
だ
と
思
い
ま
す
。 

１
９
４
０
年
７
月
２９
日
ナ

チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
か
ら
逃

れ
る
活
路
と
し
て
日
本
通
過
の

ビ
ザ
を
求
め
る
ユ
ダ
ヤ
人
に
対

し
、
杉
浦
千
畝
氏
は
日
本
外
務

省
の
訓
令
に
背
い
て
、
人
道
上

の
観
点
か
ら
ビ
ザ
を
発
行
し
、 

         

合
計
約
１
６
０
０
名
に
、
家

族
を
推
定
す
る
と
６
０
０
０
名

の
ユ
ダ
ヤ
人
の
命
が
救
わ
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
ビ
ィ
リ
ニ

ュ
ス
市
内
の
中
心
部
の
公
園
に

彼
の
母
校
の
早
稲
田
大
学
の
人

達
に
よ
っ
て
記
念
碑
が
建
て
ら

れ
、
周
囲
に
は
日
本
か
ら
持
っ

て
来
た
桜
の
木
が
植
え
ら
れ
て 

い
た
。
次
の
日
の
朝
、
ビ
ィ
リ

ニ
ュ
ス
か
ら
１
時
間
半
ぐ
ら
い

掛
か
っ
て
訪
れ
た
旧
日
本
領
事

館
は
カ
ウ
ナ
ス
の
閑
静
な
住
宅

街
の
一
角
に
あ
っ
た
。
記
念
館

は
当
時
の
執
務
室
が
再
現
さ
れ
、

彼
が
ビ
ザ
を
発
行
し
た
机
、
ペ

ン
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
電
話
等

が
置
か
れ
て
い
た
。
私
は
そ
の

場
で
暫
く
７８
年
前
の
様
子
を

想
像
し
て
、
感
慨
に
耽
っ
た
。

記
念
館
の
維
持
の
為
の
募
金
箱

に
募
金
を
し
、
売
店
で
友
達
へ

の
お
土
産
に
そ
ば
の
花
の
蜂
蜜

を
買
っ
た
。
杉
浦
氏
は
ド
イ
ツ

に
転
勤
命
令
の
朝
ま
で
ビ
ザ
を

発
行
し
続
け
、
戦
後
帰
国
後
退

職
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
民
間
の

会
社
に
勤
務
後
、
あ
る
ユ
ダ
ヤ

人
が
所
在
を
見
つ
け
、
感
謝
し

た
と
言
う
。
１
９
８
６
年
に
８６

歳
で
死
去
さ
れ
、
１４
年
後
の
２

０
０
０
年
に
外
務
大
臣
の
河
野

洋
平
氏
が
杉
原
氏
の
名
誉
回
復

の
為
に
公
式
に
演
説
を
行
っ
た
。

私
は
帰
国
後
、
高
校
３
年
生
の

孫
が
杉
浦
氏
の
事
を
学
ん
で
い

た
事
を
聞
い
て
、
日
本
の
教
育

を
見
直
し
た
。 

           

リ
ト
ア
ニ
ア
で
特
に
世
界
的

に
観
光
地
に
な
っ
て
い
る
の
が

「
十
字
架
の
丘
」
で
あ
る
。
丘

と
言
っ
て
も
１０
ｍ
も
な
い
周

辺
数
百
メ
ー
ト
ル
の
低
い
台
地

で
あ
る
。 

そ
こ
に
古
そ
う
な
も
の
、
新
し

い
も
の
、
豪
華
な
も
の
、
シ
ン

プ
ル
な
も
の
、
キ
リ
ス
ト
教
の

み
な
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
仏

教
的
な
も
の
取
り
交
ぜ
、
ぎ
っ

し
り
と
重
な
る
よ
う
に
十
字
架

が
立
て
て
あ
る
。
こ
の
丘
の
発

祥
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、 

１
８
３
１
年
、
１
８
６
３
年
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
リ
ト
ア
ニ
ア

人
が
ロ
シ
ア
の
圧
政
に
対
し
て

蜂
起
し
、
い
ず
れ
も
失
敗
に
終

わ
っ
た
が
、
そ
の
犠
牲
に
な
っ

た
人
の
家
族
が
遺
体
の
代
わ
り

に
こ
の
地
に
十
字
架
を
立
て
た

の
が
始
ま
り
と
も
さ
れ
て
い
る
。

１
９
１
８
年
独
立
後
、
数
々
の

死
者
を
弔
う
場
所
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
地
は
ど
こ
に
も
属
さ

な
い
ま
さ
に
平
和
と
希
望
と
愛

の
聖
地
で
あ
る
。 

そ
の
後
私
達
は
中
世
の
街
並

み
が
一
番
残
る
中
、
市
街
地
に

は
ユ
ー
ゲ
ン
ト
ス
テ
ィ
ー
ル
建

築
群
が
見
ら
れ
る
ラ
ト
ヴ
ィ
ア

の
首
都
リ
ガ
、
Ｉ
Ｔ
産
業
（
ス

カ
イ
プ
の
開
発
）
が
盛
ん
で
ロ

シ
ア
人
３０
％
と
共
存
す
る
エ

ス
ト
ニ
ア
と
い
う
よ
り
相
撲
力

士
把
瑠
都
の
出
身
地
で
も
あ
る

エ
ス
ト
ニ
ア
へ
と
バ
ス
は
北
上

し
た
。 

９
日
間
、
バ
ル
ト
三
国
に
残

る
美
し
い
中
世
の
城
や
教
会
や

街
並
み
の
中
で
独
立
へ
の
歴
史

に
浸
っ
た
。
あ
る
教
会
で
石
の

門
扉
に
バ
イ
キ
ン
グ
の
落
書
き

が
あ
り
、
驚
い
た
が
、
中
年
の 

       女
性
の
教
会
守
り
が
こ
ち
ら
か

ら
も
出
か
け
て
略
奪
し
て
き
た

か
ら
、
お
互
い
様
ね
と
い
わ
れ
、

笑
っ
て
し
ま
っ
た
。
現
代
の
戦

争
は
お
互
い
様
と
は
言
わ
れ
ぬ

傷
跡
を
引
き
づ
っ
て
い
る
。 

旅
行
中
、
西
日
本
で
は
豪
雨

に
よ
る
大
災
害
が
あ
り
、
少
し

心
苦
し
い
思
い
で
家
路
に
つ
い

た
。 

 
 
 
 
 
 

（
了
） 

記
・
写
真
：
山
田 

昭
子 

上
村
サ
ト
子 

会
員
だ
よ
り 

家庭で作る刀豆の簡単福神漬け 

会員の神田さんから刀豆（なたまめ）の大きな

白い種を頂き、菜園で 2本育ちました。 

8月お盆を迎える頃、長さ２０センチ、幅５セ

ンチの大きな緑色のさやが出来ました。さやを斜

めに薄く切ると「あ、この断面をどこかで見た、

そうだ、福神漬けで見る断面だ！」と思いました。

まだ白い花が数個咲いています。 

作り方を調べて冷蔵庫の中にある野菜で作りま

した。 

1日置いたら美味しい福神漬けが出来ました。 

材 料：なす２個（皮をむく）、きゅうり 1本、 

刀豆（大）1本、人参（小）1本、 

生姜（小 1個 細かく切る）、山椒の実少々

出し昆布（細く切り少々） 

調味料：醤油大さじ６、砂糖大さじ６、 

酢大さじ２ 

作り方：刀豆は斜め薄切り、さっとゆがく 

材料の総重量は約６００グラムを同じ大きさに切

り、塩（大さじすりきり１）をまぶして、 

30分置く。 

水分を少し捨ててジップロックに入れる。 

合わせ調味料をよく混ぜてひと煮立ちし冷ます。 

材料の上から回しかけて冷蔵庫で保存、1日置くと

味が浸みて美味しいです。 

記・写真：中川加奈子 

 

 

杉原千畝氏の執務室 

ビザを発行した机・ペン他 

十字架の丘の入り口に立つ 

イエスキリスト像が大きい 

世界一背の高い 

聖オレフ教会 

刀豆と斜め薄切り 刀豆の福神漬け 

味 WAY 


